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町
内
３
小
学
校
の
卒
業
式
が
３
月
23
日
に
各
小
学
校
で

行
わ
れ
、
１
１
３
人
が
卒
業
証
書
を
手
に
し
ま
し
た
。

４
月
か
ら
は
中
学
校
で
の
新
し
い
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
勉
強
に
運
動
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
写
真：

新
地
小
学
校
卒
業
式
。
13
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）
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　民生費　民生費 
7億8,308万2千円千円 
　（　（18％）％） 

　土木費　土木費 
7億3,700万7千円千円 
　（　（17％）％） 

　総務費　総務費 
6億2,606万9千円千円 
　（　（14％）％） 

農林水産業費農林水産業費 
5億8,475万9千円千円 
　（　（14％）％） 

　公債費　公債費 
5億2,8302,830万5千円千円 
　（　（12％）％） 

　教育費　教育費 
4億590万1千円千円 
　（　（9％）％） 

　民生費 
7億8,308万2千円 
　（18％） 

　土木費 
7億3,700万7千円 
　（17％） 

　総務費 
6億2,606万9千円 
　（14％） 

農林水産業費 
5億8,475万9千円 
　（14％） 

　公債費 
5億2,830万5千円 
　（12％） 

　教育費 
4億590万1千円 
　（9％） 

　衛生費　衛生費 
3億5,125万6千円千円 
　（　（8％）％） 

　衛生費 
3億5,125万6千円 
　（8％） 

　消防費 
1億5.377万2千円 
　（4％） 

　議会費 
8,988万2千円 
　（2％） 

　商工費 
3,887万1千円 
　（1％） 

　その他 
3,209万6千円 
　（1％） 

町　税 
26億3,894万6千円 
（61％） 

繰入金繰入金 
4億6,767万5千円 
（11％）％） 

繰入金 
4億6,767万5千円 
（11％） 

町　債町　債 
3億9,120万円 
（9％）％） 

町　債 
3億9,120万円 
（9％） 

国庫支出金国庫支出金 
2億5,632万2千円 
（6％）％） 

国庫支出金 
2億5,632万2千円 
（6％） 

県支出金 
2億1,183万円 
（5％） 

その他 
3億6,502万7千円 
（8％） 



時
代
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り

は
、
新
し
い
発
想
と
手
法
に
よ
る

対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
職
員
研

修
の
充
実
を
図
り
、
職
員
の
資
質

向
上
と
意
識
改
革
、
そ
し
て
能
力

を
十
分
発
揮
で
き
る
人
材
育
成
に

努
め
ま
す
。

町
財
政
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
今
後
さ
ら
に

厳
し
さ
を
増
す
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
簡
素
で
効
率
的
な
行

政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
と
健
全
で
柔

軟
な
財
政
構
造
に
変
革
し
、
行
政

の
ス
リ
ム
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

現
在
運
行
し
て
い
る
路
線
バ
ス

に
つ
い
て
は
、
10
月
か
ら
町
内
全

域
を
カ
バ
ー
で
き
る
便
利
で
親
し

み
や
す
い
新
多
目
的
交
通
シ
ス
テ

ム
へ
移
行
す
る
考
え
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
が
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
自
主
的
に
取

り
組
む
事
業
を
継
続
し
て
支
援
し

ま
す
。

国
で
は
合
併
特
例
法
の
一
部
改

正
や
新
た
な
法
律
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
内
容
を
十
分
見

極
め
な
が
ら
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
、
将
来
の
新
地
町
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
に
つ
い
て
研
究
を
し
て
い

き
ま
す
。

（千円）
新多目的交通システム整備構築事業 29,000
地方バス路線運行維持費 24,962
町民号事業 1,130
人づくり事業（海外派遣助成事業） 1,300
まちづくり支援事業 15,000
緊急雇用対策事業 7,000
地域活性化イベント事業（遊海しんち） 3,918
広域観光拠点整備事業 4,000

（千円）
チャイルドシート等購入設置奨励事業 200
出生児祝金交付事業 2,100
保育奨励金交付事業 1,900
子育て支援事業 13,141
生活ごみ収集運搬処理費 12,935

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

は
、
よ
り
充
実
し
た
内
容
で
子
育

て
に
か
か
る
保
護
者
へ
の
負
担
の

軽
減
を
図
り
、
保
育
所
運
営
に
つ

い
て
は
、
町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
子
育
て
支
援
に
努
め
ま
す
。

生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
を
平
等

に
祝
福
す
る
た
め
、
第
１
子
か
ら

一
律
３
万
円
の
祝
い
金
を
支
給
し

ま
す
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
購
入
設

置
奨
励
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
平

成
17
年
度
ま
で
補
助
期
間
を
延
長

し
、幼
児
の
事
故
防
止
に
努
め
ま
す
。

（千円）
道路、河川愛護交付金 5,831
道路維持費 41,800
道路改良費 90,800
地方道路整備臨時交付金事業 100,000
河川・橋梁維持補修費 2,600

相
馬
地
域
開
発
記
念
緑
地
と
総

合
公
園
を
連
絡
す
る
町
道
雉
子

喰
・
原
線
及
び
駒
ヶ
嶺
小
学
校
の

通
学
路
と
し
て
計
画
し
て
い
る
町

道
関
場
・
新
町
前
線
な
ど
の
整
備

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
道
路
区
画

線
の
再
設
置
や
老
朽
化
し
た
舗
装

面
の
補
修
・
道
路
側
溝
の
整
備
等

を
行
い
、
町
道
の
維
持
管
理
に
も

努
め
て
い
き
ま
す
。

常
磐
自
動
車
道
の
未
開
通
区
間

の
早
期
全
線
開
通
と
、
県
道
各
路

線
の
整
備
促
進
を
図
る
た
め
、
関

係
機
関
に
対
し
強
く
要
請
し
て
い

き
ま
す
。

（千円）
身体障害者等扶助費 78,679
敬老年金等交付事業 8,950
在宅老人福祉事業 3,751
在宅介護支援センター事業 4,240
在宅緊急通報システム事業 3,440
家族介護支援事業 4,680
介護激励金交付事業 600
外出支援サービス事業 960
訪問理美容サービス事業 80
老人ホーム入所措置費 12,429
高齢者にやさしい住まいづくり助成事業 1,800
児童手当給付費 57,150
乳幼児医療費助成費 20,400
住民健康診査事業 42,615
健康しんち21推進事業 608

虚
弱
高
齢
者
の
自
立
し
た
在
宅

生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
住
宅
改

修
資
金
を
助
成
す
る
「
高
齢
者
に

や
さ
し
い
住
ま
い
づ
く
り
助
成
事

業
」
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

健
康
寿
命
の
延
伸
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
を
柱
と
し
た
「
健
康
し

ん
ち
21
」
計
画
に
基
づ
き
各
種
施

策
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
成
人

各
種
健
診
事
業
に
つ
い
て
は
、
対

象
年
齢
の
拡
大
や
自
己
負
担
の
見

直
し
を
行
い
、
健
康
づ
く
り
へ
の

意
識
高
揚
を
図
り
な
が
ら
、
病
気

の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
勧
め
、

各
種
健
診
等
の
充
実
を
図
り
ま
す
。



（千円）
遊休桑園抜根事業 600
恵みの農地再生事業 4,677
米の生産調整推進事業 15,000
ほ場整備費 1,000
農村総合整備事業 147,171
松くい虫防除事業 11,830
育成単層林緊急整備事業 875
森林整備地域活動支援交付金事業 526
活魚施設改善整備事業 6,000

新
た
に
始
ま
る
水
田
農
業
の
対

策
と
し
て
、
担
い
手
の
確
保
や
農

地
の
集
積
を
推
進
し
、
水
田
農
業

の
経
営
体
育
成
に
努
め
、
今
後
の

地
域
農
業
振
興
を
図
り
ま
す
。

農
村
総
合
整
備
統
合
補
助
事
業

な
ど
の
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、

農
業
の
生
産
基
盤
や
生
活
環
境
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
育
成
単
層
林
緊
急
整
備

事
業
等
を
継
続
し
て
実
施
し
森
林

環
境
の
保
全
に
努
め
、
本
町
漁
業

形
態
の
主
体
で
あ
る
活
魚
流
通
基

盤
の
改
善
整
備
や
事
業
化
に
向
け

た
中
間
育
成
放
流
事
業
の
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

（千円）
土地区画整理事業 4,630
町営住宅愛宕団地建替事業

74,100
合併処理浄化槽設置整備事業

6,462

新
地
中
央
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
化
に
向

け
引
き
続
き
国
・
県
等
と
の
協
議

調
整
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

老
朽
化
に
伴
う
愛
宕
団
地
の
町

営
住
宅
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、

実
施
設
計
に
取
り
組
む
と
と
も
に

団
地
内
の
道
路
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事

業
に
つ
い
て
は
、小
川
、大
戸
浜
、
駒

ヶ
嶺
地
区
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
さ

ら
に
、区
域
拡
大
に
伴
う
新
地
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
２
期
工
事
及
び
３
次
処

理
の
実
施
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
事
業
今

泉
地
区
に
つ
い
て
は
、
早
期
供
用

を
め
ざ
し
引
き
続
き
管
渠
工
事
を

進
め
ま
す
。

（千円）
教育奨学資金貸付事業 29,220
生徒研修派遣事業 2,000
基礎学力向上推進事業 3,807
中学校米飯推進事業 599
埋蔵遺跡発掘調査費 7,000
総合公園建設事業 152,670
男女共同参画プラン推進事業 1,465
合併50周年記念芸術鑑賞事業 6,000
ふくしま駅伝大会出場事業 2,295

引
き
続
き
生
徒
研
修
派
遣
事
業

や
学
力
向
上
推
進
、
米
飯
推
進
事

業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

史
跡
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方

針
に
沿
っ
て
発
掘
調
査
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
等
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

芸
術
文
化
の
向
上
、
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
振
興
に
つ
い
て
は
、
町
民

す
べ
て
の
方
が
楽
し
み
、
心
身
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
で
き
る
よ
う
に
、

関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
を
深

め
な
が
ら
各
種
事
業
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
も
積
極
的
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

駐
車
場
整
備
工
事
、
子
ど
も
の

森
整
備
工
事
等
に
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
の
た
び
、
３
月
末
を
も
っ
て
教
育
委
員
、
教

育
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
、
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
公
私
と

も
に
多
大
の
御
支
援
、
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
ご
と
き
が
、
教
育
長
の
重
任
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
ひ
と
え
に
皆
さ
ま
方
の

お
力
添
え
と
御
厚
情
の
賜
も
の
で
あ
り
、
深
く
感

謝
し
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
、
教
育
は
厳
し
い
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す

が
、
重
要
な
一
つ
は
「
教
育
の
階
層
化
」
が
進
ん

で
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
教
育
環
境
や
家
庭

の
経
済
状
況
に
よ
っ
て
、
階
層
化
が
次
第
に
明

確
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
社
会

の
大
き
な
変
革
に
連
動
し
た
現
象
か
と
も
考
え
ら

れ
、
こ
れ
は
、
新
地
町
に
お
い
て
も
次
第
に
階
層

化
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
、
新
地
町
教
育

の
大
き
な
課
題
は
「
学
力
の
向
上
」
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。「
学
力
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
様
々

な
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は
「
真
の
学
力
は
、

生
き
る
力
に
イ
コ
ー
ル
す
る
」
と
信
じ
て
お
り
ま

す
。
真
の
学
力
と
は
、
基
礎
学
力
の
定
着
を
基

本
と
し
、
創
造
力
や
豊
か
な
心
を
持
つ
こ
と
で

す
。こ

の
こ
と
を
踏
ま
え
、
学
校
教
育
は
「
具
体
的

に
数
値
目
標
を
掲
げ
、
そ
れ
に
到
達
す
る
た
め
の

取
り
組
み
の
計
画
を
樹
立
す
る
」
こ
と
と
、「
教

職
員
の
自
己
評
価
を
実
施
す
る
」
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
新
地
町
の

小
・
中
学
校
、
新
地
高
校
、
相
馬
高
校
、
相
馬

東
高
校
の
教
職
員
で
構
成
す
る
新
地
町
学
力
向

上
推
進
委
員
会
で
、
方
向
付
け
を
確
認
し
て
お

り
ま
す
。

し
か
し
こ
の
取
り
組
み
は
、
学
校
と
家
庭
、
さ

ら
に
は
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
な
け

れ
ば
目
標
達
成
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
の
潜
在
能
力
は
、
ど
こ
の
地
域
に
あ
っ

て
も
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
問
題
は
い
か
に

し
た
ら
そ
の
可
能
性
を
伸
ば
せ
る
か
が
キ
ー
ワ
ー

ド
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

変
革
が
進
む
社
会
の
現
状
を
見
据
え
て
い
た

だ
き
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
た
め
に
、
な
に
と

ぞ
力
を
合
わ
せ
て
推
進
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
切

望
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ま
方
の
一
層
の
ご
健
勝
と
新
地
町
教
育

の
発
展
向
上
を
お
祈
り
し
て
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

町では、町民の親睦と交流を深めるため「町民号」を実施します。
今回は、 などを訪れる３日間の旅です。
家族や友達同士、職場の皆さんお誘い合わせのうえ、ふるってご参加ください。

９０人
１人　６０,０００円程度
広報しんち４月２０日号と一緒に「町民号パンフレット（申込書）」を配付しますので
必要事項を記入のうえ、役場企画振興課までお申し込みください。

役場企画振興課（ ２１１２）



今年も公民館・勤労青少年ホームでは各種教室を
開催します。公民館に用意してある申し込み用紙に
必要事項を記入のうえ、 までお申し
込みください。
★平成１５年度から引き続きの教室も、新たに申し
込みが必要です。
★詳しい日程は４月20日号の広報しんちと一緒に配
付される『公民館各種教室生募集』のチラシをご
覧ください。

平成16年度公民館・勤労青少年ホーム各種教室の
合同開講式を開催します。
★当日は駒ヶ嶺公民館・勤労青少年ホームから町の
送迎バスが出ますのでご利用ください。

平成１６年４月２８日 10：00～
新地町農村環境改善センター
勤労青少年ホーム 9：20発
駒ヶ嶺公民館　　　9：30発

（帰りのバスは開講式終了後に出発いたします）

乳幼児を持つ親子対象。祖父母の参加も歓迎です。
野外活動、グループ活動など。

小学生の親子対象。仲間との活動や自然とのふれあ
い体験が中心。

小学生・中学生を対象に、ボランティア指導者によ
る遊び・体験を楽しむワークショップ。

パソコン講座・ストレスクリニック・お天気講座な
ど。(一部高齢者対象事業)

地域・学校・団体などが主催する学習会に町職員
等が講師として出向きます。

地域や団体等が実施する学習会の経費の一部を助
成します。

子や孫に自分で昔話を聞かせたい人、この指と～ま
れ！！

素敵なウェルカムボードなどを作ります。
初心者対象教室。

レクリエーションゲームや、ゲームダンス・ストレ
ッチなどで、楽しく健康づくり。

いろいろなビーズを使い、おしゃれなアクセサリー
づくり。

やっぱり心のこもった手作りおやつが一番！

きれいな花で可愛い小物や額絵づくり。

ハワイアン・フラダンスは見る人にお話をするよう
に踊るのが特徴です。

あなたもマジシャンに！

民謡は、日本人のくら
しに根ざしたふるさとの
心。

３つの手具を使い、ストレッチ、ヨガを取り入れた
楽しい健康体操。

毎日の食卓にすぐに役立ちます。

基礎的な描写力を高め、心の動きを描く。

陶芸の基本を学び、自分だけのオリジナル作品を！

川柳は人生の短詩です。喜怒哀楽のあなたの日々を
日記代わりに５･７･５。

最新のガーデニング情報がいっぱいの教室。

特殊加工の紙を使い、可憐な草花や四季の実ものを
再現する驚きの工芸です。

手軽に編める作品を中心に基礎から指導。

初心者を対象に、茶の湯の心を…

基礎から学び、生活に華やかさと潤いを。

・新地公民館 （ ２０８５）
・駒ヶ嶺公民館 （ ３４７７）
・勤労青少年ホーム（ ３１０６）



町では、４月１日付けで職員３７件の人事異動を行いました。異動の内容は次のとおりです。
（ ）内は前任課、職名です。

税務課長 八　巻　　　孝 （農業委員会事務局長）
農林水産課長 星　　　　　実 （建設課長）
建設課長 菅　野　　　宥 （都市計画課長）
議会事務局長 星　　　　　薫 （農林水産課長）
農業委員会事務局長 目　黒　壽　幸 （税務課長）
都市計画課長 早　見　守　夫 （都市計画課主幹兼課長補佐）
社会福祉協議会派遣（事務局長） 目　黒　治　光 （議会事務局長）

企画振興課主幹兼課長補佐兼まちづくり振興係長 荒　　　信　義 （税務課主幹兼課長補佐兼固定資産係長）
町民課主幹兼課長補佐兼町民係長 大和田　マユ子 （健康福祉課副主幹兼健康係長）
都市計画課主幹兼課長補佐 水　戸　　　薫 （企画振興課主幹兼課長補佐兼まちづくり振興係長）

会計室副主幹兼会計係長 寺　島　たか子 （町民課副主幹兼町民係長）
健康福祉課副主幹兼福祉係長 冨　田　いさ子 （会計室副主幹兼会計係長）
総務課副主幹兼総務係長 目　黒　荘　一 （生涯学習課副主幹兼生涯学習係長）
税務課副主幹兼固定資産係長 荒　　　智　春 （健康福祉課副主幹兼福祉係長）
生涯学習課副主幹兼生涯学習係長 齋　藤　充　明 （町民課副主幹兼生活環境係長）
健康福祉課副主幹兼健康係長 渡　部　和　秋 （企画振興課副主幹兼企画調整係長）

企画振興課主任主査兼企画調整係長 平　間　正　光 （総務課主任主査兼総務係長）
町民課主任主査兼生活環境係長 岡　崎　利　光 （相馬地方広域水道企業団派遣）
建設課主任技査（建設係） 八　巻　　　隆 （都市計画課主任技査＜下水道係＞）
農林水産課主任技査（農林整備係） 小　野　好　生 （建設課主任技査＜管理係＞）

建設課管理係技査 加　藤　伸　二 （農林水産課農林整備係技査）
健康福祉課保険係主査 菅　野　正　浩 （農林水産課農林水産係主査）

税務課税務係主事 塩　沼　亮　一 （健康福祉課保険係主事）
都市計画課下水道係技師 大　友　祐　介 （建設課建設係技師）
農林水産課農林水産係主事 加　藤　伸　也 （税務課税務係主事）

町民課副主幹兼浜保育所主任保育士 荒　　　よし子 （駒ヶ嶺保育所主任保育士）
浜保育所主任保育士 齋　藤　博　子 （新地保育所主任保育士）
駒ヶ嶺保育所主任保育士 作　間　美千代 （新地保育所主任保育士）
新地保育所主任保育士 阿　部　洋　子 （福田保育所主任保育士）
新地保育所主任保育士 鈴　木　美代子 （駒ヶ嶺保育所主任保育士）
福田保育所主任保育士 荒　　　かとり （浜保育所主任保育士）
新地保育所主任保育士 加　藤　里　佳 （福田保育所主任保育士）
福田保育所保育士 竹　澤　路　子 （浜保育所保育士）
駒ヶ嶺保育所保育士 阿　部　郁　子 （新地保育所保育士）

総務課付課長 目　黒　　　巌
総務課付副主幹 平　野　峯　子

総務課付課長（社会福祉協議会事務局長） 渡　邊　武　憲

第
１
回
卒
業
式
が
３
月
５
日
、

本
校
で
行
わ
れ
、
第
一
期
生
40
名

が
、
３
年
間
学
ん
だ
学
び
舎
か
ら

巣
立
ち
ま
し
た
。

式
で
は
、
卒
業
生
一
人
ひ
と
り

に
卒
業
証
書
が
熊
川
宏
美
校
長
よ

り
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
を

代
表
し
て
森
島
祐
子
さ
ん
が
、「
こ

れ
か
ら
も
自
己
の
責
任
に
お
い
て

学
び
続
け
、
最
善
の
看
護
を
行
う

努
力
を
惜
し
む
こ
と
な
く
、
理
想

を
高
く
持
ち
目
標
に
向
か
っ
て
精

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

本
校
は
、
平
成
13
年
４
月
、
相

馬
地
方
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

基
盤
整
備
を
図
る
た
め
の
高
等
看

護
教
育
機
関
と
し
て
開
校
し
、
初

め
て
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
こ

と
で
、
本
校
に
新
た
な
１
ペ
ー
ジ

を
刻
み
ま
し
た
。

卒
業
生
は
、
看
護
師
と
し
て
相

馬
地
方
を
は
じ
め
、
医
療
現
場
で

活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
保
健
師
や
助
産
師
を
目
指

し
て
進
学
す
る
卒
業
生
も
お
り
、

医
療
従
事
者
と
し
て
の
第
一
歩
を

歩
み
出
し
ま
す
。

３
４
10

11
中旬
17
〃

日吉神社お浜下り大祭 （鹿島町　日吉神社）
桜まつり（～25日） （相馬市　馬陵公園）
みちのくの真野　万葉の里短歌大会

（鹿島町　万葉ふれあいセンター）
桜まつり （原町市内）
観桜会 （相馬市　馬陵公園）
春まつり（～19日） （相馬市　中村神社）
万葉の里かしまの春まつり(～18日) （鹿島町内）

〃
24

25
29
〃

浮舟まつり （小高町内）
福島県立博物館移動展「ものに見る福島の歴史・美
そして暮らし」（～6/8） （原町市立博物館）
相馬野馬追振興春季競馬大会 （原町市野馬追祭場地）
懸の森山開き （小高町）
スポーツ少年団対抗はやま湖駅伝競走大会

（飯舘村はやま湖周辺）

１
２

９（予定）
14

北泉海浜総合公園・ｷｬﾝﾌﾟ場ｵｰﾌﾟﾝ （原町市現地）
春の商業まつり （原町市駅どおり）
ふるさと歌謡ショー （鹿島町生涯学習センター）
第56回春季東北地区高等学校野球大会福島大会
【前期：14日～16日/後期：22日～24日】

（原町市野球場）

23
26

30

相馬地方ｺｰﾗｽ発表大会 （鹿島町生涯学習ｾﾝﾀｰ）
第51回東北学生バトミントン選手権大会
（5/26・6/3） （原町市スポーツセンター）
プロ野球イースタンリーグ公式戦

（鹿島町　みちのく鹿島球場）

６（予定）
６
11

かしま歌謡まつり （鹿島町生涯学習センター）
愛の園遊会 （飯舘村内）
第57回東北学生卓球選手権大会（～13日）

（原町市スポーツセンター）

26

26
27

第51回東北高等学校相撲選手権大会（～28日）
（原町市スポーツセンター）

「野馬追展」（～7/25） （原町市立博物館）
芸能発表大会 （鹿島町　生涯学習センター）

１

４

上旬
16
〃

〃
22

右田浜キャンプ場開き（～8/31）
（鹿島町　右田浜キャンプ場）

第10回ストリートバスケットボール大会
（相馬市　スポーツアリーナそうま）

七夕コンサート （小高町浮舟文化会館）
原釜尾浜海水浴場海開き （相馬市）
村上海岸海開き （小高町）

右田浜海開き （鹿島町）
相馬野馬追宵祭 （相馬市　馬陵公園）

22
23
〃
〃
24
〃
25
30

〃

北郷騎馬会前夜祭 （鹿島町内）
相馬野馬追総大将出陣 （相馬市　中村神社）
北陣本陣祭 （鹿島町内）
相馬野馬追宵乗 （原町市雲雀ヶ原祭場地周辺）
相馬野馬追本祭 （原町市雲雀ヶ原祭場地周辺ほか）
火祭り （小高町内）
野馬懸 （小高町　相馬小高神社）
およごもり （相馬市小泉　八坂神社）

いいべした港まつり（～8／1） （相馬港周辺）

相馬地方 イベントカレンダー イベントカレンダー 

町
で
は
、
町
立
学
校
臨
時
用
務

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

１
名

昭
和
19
年
４
月
２

日
〜
昭
和
61
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
高
校
卒
業
程
度
。

１
日
６，
０
０
０
円
程
度

個
別
面
接

４
月
28
日

（
受
付
）
午
前
９
時
〜

役
場
３
階

４
月
５
日

〜
４
月
26
日

郵
送
の
場
合
は
４
月
23
日

消

印
ま
で
有
効
。

①
申
込
用
紙
の
交
付
及
び
提
出
先

は
役
場
総
務
課
ま
で
。

②
郵
便
で
申
込
用
紙
を
請
求
す
る

場
合
は
、
封
筒
に
「
臨
時
用
務

員
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱

書
き
し
、
80
円
切
手
を
貼
っ
た

宛
名
明
記
の
定
型
返
信
用
封
筒

を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

③
申
込
用
紙
、
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
資
格
免
許
証
の

写
し
を
併
せ
て
役
場
総
務
課
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

役
場
総
務
課
（

２
１
１
０
）



11/23・24

NIPOREN23

23A36 11/23・24

NIPOREN23

23A36 11/23・24

NIPOREN23

23A36 11/23・24

NIPOREN23

23A36

町
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
と
町
四
季
・

観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
３
月
２
日
、

役
場
で
行
わ
れ
、
入
賞
者
ら
が
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
最
優
秀
賞

の
齋
藤
め
ぐ
み
さ
ん
（
駒
ヶ
嶺
小
６
年
）
や
金

賞
・
銀
賞
受
賞
者
ら
に
加
藤
町
長
か
ら
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
四
季
・
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
で
は
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
上
原
孝
夫
さ

ん
（
原
町
市
）
を
は
じ
め
６
名
の
方
に
そ
れ
ぞ
れ

表
彰
状
と
賞
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
四
季
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
は
５
月
９
日

ま
で
改

善
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
い
ま
す
。）

うららかな春の日差しに包まれて、町内の各小中
学校で卒業式が、４つの保育所では満了式が行わ
れました。
尚英中学校では95人が、３小学校では113人が卒
業。また、４保育所では89人が満了し、それぞれ楽
しかった思い出などを胸に、新しい生活に向けて旅
立ちました。

町
で
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
の

選
手
や
チ
ー
ム
に
激
励
金
を
贈
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

●
福
島
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人
大
会

・
尚
英
ガ
ッ
ツ
Ｊ
Ｖ
Ｃ

●
第
35
回
春
の
高
校
バ
レ
ー
全
国
大
会

・
目
黒
文
和
（
相
馬
高
校
１
年
、
富
倉
）

・
森
　
明
彦
（
相
馬
高
校
１
年
、
渋
民
）

・
岡
崎
　
亨
（
相
馬
高
校
１
年
、
城
内
）

・
荒
ゆ
き
え
（
相
馬
東
高
校
２
年
、中
里
）

相
馬
共
同
火
力
発
電
㈱
と
相
馬
地
方
広

域
消
防
合
同
に
よ
る
消
防
訓
練
が
３
月
16

日
、
同
社
新
地
発
電
所
行
わ
れ
、
所
員
や
消

防
署
員
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

相
馬
沖
を
震
源
と
す
る
震
度
６
強
の
地
震

が
発
生
、
タ
ン
ク
か
ら
重
油
が
洩
れ
だ
し
出

火
し
た
と
の
想
定
で
、
発
電
所
の
自
衛
消
防

隊
や
新
地
分
署
員
に
よ
る
一
斉
放
水
な
ど
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

町民総ぐるみによる「環境美化運動」が３月28日
の早朝に行われ、子どもからお年寄りまで約２，３
００人の町民が参加しました。
参加者は町内に投げ捨てられたゴミを拾い集め、
１時間後には空き缶約２トン、空きビン約２トン、
燃えるゴミ約３トン、その他粗大ゴミ等約１トンを
回収しました。ご協力ありがとうございました。

町デイサービスセンターでは、３月14日～19日の
１週間、利用者を対象に「オレオレ詐欺」をテーマ
にした演劇と講習会を行いました。
センター職員などの自作自演による演劇は、電話
がかかってきた時の対処法などが分かりやすく説明
されていて、プロ顔負けの名演技に、利用者からは
大きな拍手が送られていました。



・
慟
哭
（
小
説
・
林
郁
夫
裁
判
）

オ
ウ
ム
治
療
省
大
臣
に
し
て
地

下
鉄
サ
リ
ン
事
件
の
実
行
犯
・
林

郁
夫
。
そ
の
慟
哭
の
法
廷
か
ら
、

未
曾
有
の
無
差
別
殺
人
事
件
と
オ

ウ
ム
の
真
相
に
迫
る
。

・
実
り
の
森
の
な
か
ま
た
ち

・
と
な
り
の
ト
ト
ロ
（
図
書
館
内

視
聴
用
）

・LO
V
E

中
島
美
嘉

・K
en'sBar

平
井
　
堅

・
ル
ロ
イ
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
ベ

ス
ト
・
ヒ
ッ
ツ

４
月
に
な
り
、
総
合
検
診
が
12

日
よ
り
始
ま
り
ま
す
。
み
な
さ
ん

は
、
年
に
一
度
き
ち
ん
と
受
け
て

い
ま
す
か
？
「
面
倒
だ
な
ぁ
」
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

検
診
は
と
て
も
大
切
な
も
の
で
す
。

み
な
さ
ん
の
身
体
は
、
日
々
が

ん
ば
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
時

に
は
少
々
無
理
を
し
た
り
、
疲
れ

が
た
ま
っ
た
り
。
そ
ん
な
身
体
の

状
態
を
年
に
一
度
総
チ
ェ
ッ
ク
す

る
の
が
検
診
の
役
割
で
す
。
特
に

が
ん
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
自
覚

症
状
が
な
い
場
合
が
多
く
、
気
づ

い
た
時
に
は
病
気
が
進
行
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

自
分
で
は
気
づ
き
に
く
い
「
不
調

の
サ
イ
ン
」
を
検
診
で
読
み
と
る
。

こ
れ
が
、
病
気
の
早
期
発
見
に
は

大
切
な
こ
と
で
す
。
い
つ
ま
で
も

健
康
で
い
る
た
め
に
は
、
検
診
が

大
切
で
す
。
年
１
回
は
必
ず
受
け

ま
し
ょ
う
。

①
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
つ
な
が
る
。

②
健
康
状
態
の
動
き
が
毎
年
継
続

・
う
れ
し
い
一
日
に
な
る

世
界
の
わ
ら
い
話

ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
ト
ル
コ
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
な
ど
外
国

の
わ
ら
い
話
29
編
を
集
め
ま
し
た
。

楽
し
い
お
は
な
し
が
い
っ
ぱ
い
。

※
外
で
あ
そ
ん
で
い
る
時

Ｔ
ち
ゃ
ん
「
雲
が
動
い
て
る
よ
」

Ｋ
く
ん

「
ど
う
や
っ
て
う
ご
い

て
ん
だ
？
」

Ｔ
ち
ゃ
ん
「
あ
の
ね
、か
み
な
り
が

運
転
し
て
い
る
ん
だ

よ
」

「
先
生
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
響

い
て
い
ま
す
。
新
し
い
友
達
を
迎

え
保
育
所
で
の
生
活
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
進
級
し
た
子
ど
も
た

ち
は
、
大
き
い
組
に
な
っ
た
喜
び

で
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。
初
め
て

の
環
境
に
不
安
そ
う
な
姿
も
見
ら

れ
ま
す
が
、「
保
育
所
は
と
て
も
楽

し
い
所
」
と
、
１
ヵ
月
も
す
れ
ば

お
友
達
と
元
気
に
遊
ん
で
い
る
姿

が
見
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

・
は
じ
め
て
の
押
し
花
立
体
額

押
し
花
の
裏
に
ク
リ
ア
ー
ド
ロ

ッ
プ
を
つ
け
て
高
さ
を
出
し
、
台

紙
や
ア
ク
リ
ル
板
に
貼
る
押
し
花

額
。
カ
ン
タ
ン
に
押
せ
る
花
を
使

い
、
は
じ
め
て
の
人
で
も
作
り
や

す
い
。

的
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
。

③
仕
事
や
生
活
か
ら
く
る
負
担
が

健
康
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

て
い
る
か
分
か
る
。

④
健
康
に
対
す
る
認
識
が
深
ま
り

生
活
を
見
直
す
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
。

近
年
、
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
に

か
か
る
年
齢
の
低
年
齢
化
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
検

診
対
象
年
齢
の
引
き
下
げ
が
必
要

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
で
も
今

年
度
よ
り
、
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検

診
の
対
象
年
齢
を
引
き
下
げ
ま
し

た
。が
ん
は
、
早
期
に
発
見
し
治
療

す
れ
ば
ほ
ぼ
完
治
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
問
題
は
い
か
に
早

期
の
う
ち
に
発
見
で
き
る
か
で
す
。

検
診
結
果
が
要
精
検
と
な
り
病

院
で
精
検
を
受
け
な
い
方
が
毎
年

約
３
割
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
要

精
検
は
、
さ
ら
に
詳
し
く
調
べ
て

潜
在
し
て
い
る
身
体
の
不
調
の
サ

イ
ン
を
早
期
に
発
見
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
ま
た
必
ず
し
も
要
精

検
イ
コ
ー
ル
病
気
で
は
な
く
、
む

し
ろ
疑
い
を
晴
ら
す
た
め
の
も
の

で
も
あ
り
ま
す
。「
要
精
検
」
を
怖

が
ら
ず
受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。

年
齢
と
共
に
変
わ
る
身
体
の
状

況
を
調
べ
、
今
後
の
健
康
管
理
に

役
立
て
る
た
め
に
も
検
診
を
き
ち

ん
と
受
け
ま
し
ょ
う
。

５
日

各
保
育
所

20
日

各
保
育
所

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

下
旬

各
保
育
所

Hello Shinchi! First of all, because I am writing this
on the same day as Shoei’s Graduation Ceremony, congratula-
tions to all of the graduatingstudents!  I have really enjoyed teach-
ing you this past semester and I wish you good luck next year in
High School.  I know that it is always sad to say goodbye to
friends who you have shared many memories with, but it is also exciting to start new
adventures and meet lots of new people.  I always thought that it was interesting how
classes, days and weeks seem long sometimes during school, but on the day you that you
graduate, time seems to have went by very quickly.  The last semester went very quick-
ly for me, too.
Second of all, I am very happy that spring is almost here.  I can feel the weather start to
get warmer and the days are starting to get a little longer.  A friend of mine is coming out
to visit me and we are going to go to Tokyo and enjoy Hanami in Ueno Park.  I have
been to Tokyo a few times before, but haven’t been able to sightsee very much.  So this
time, I have some travel books and am looking forward to visiting places like Asakusa,
The Imperial Gardens and Tokyo Tower.  It is my friend’s first visit to Japan, too, so I
know that he is excited to come and see Shinchi as well as sightsee in Tokyo.
Until next time, I will see you around town!

（和訳は19ページ）

１
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
子
ど
も

た
ち
が
入
っ
て
い
る
保
育
所
（
新

地
保
育
所
の
み
３
カ
月
か
ら
）
毎

日
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

・
戸
外
で
の
あ
そ
び

・
四
季
折
々
の
自
然
に
ふ
れ
る
散

歩
・
歌
、
ゆ
う
ぎ
、
楽
器
な
ど
の
リ

ズ
ム
あ
そ
び

・
ク
レ
パ
ス
、
水
彩
、
ハ
サ
ミ
な

ど
を
使
っ
て
の
造
形
あ
そ
び

・
わ
ら
べ
う
た
や
集
団
ゲ
ー
ム

な
ど
、
色
々
な
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
各
保
育
所
と
も
大

型
遊
具
や
ブ
ロ
ッ
ク
、
ま
ま
ご
と

積
み
木
な
ど
で
喜
ん
で
遊
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
挨
拶
、
着
替
え
、

箸
の
使
い
方
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
の
基
本
的
生
活
習
慣
も

身
に
つ
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

手
作
り
の
お
い
し
い
昼
食
や
お
や

つ
も
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
み
の
ひ

と
つ
で
す
。

そ
の
他
、
ま
だ
保
育
所
に
入
っ

て
い
な
い
お
子
さ
ん
と
の
交
流
会

や
そ
の
地
域
々
で
の
独
自
の
行
事

も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、

初
め
て
経
験
す
る
集
団
生
活
の

場
。
家
庭
で
は
で
き
な
い
同
年
齢
、

異
年
齢
の
お
友
達
と
ふ
れ
あ
い
。

今
年
も
た
く
さ
ん
の
友
達
が
で
き

る
と
い
い
で
す
ね
。

・
牛
乳
パ
ッ
ク
百
科

・
さ
か
な
食
材
絵
事
典

・
ひ
と
り
で
で
き
る
も
ん
！
ど
き

ド
キ
キ
ッ
チ
ン

・
ド
ラ
え
も
ん
ク
イ
ズ
オ
ー
ル
百

科
・
老
い
て
ほ
ど
ほ
ど

中
村
メ
イ
コ

・
イ
ノ
セ
ン
ト

中
村
う
さ
ぎ

・
妖
怪
と
い
わ
れ
た
男
鳥
居
耀
蔵

堂
門
冬
二

・
月
別
の
産
後
一
年
間
子
育
て
事
典

・
ニ
ッ
ポ
ン
の
職
業
・
し
ご
と
全

ガ
イ
ド

・
手
作
り
の
結
婚
式



◎場所は保健センター

・
前
教
育
長
目
黒
美
津
英
さ
ん
よ

り
１
０
０
万
円

・
故
岡
元
金
雄
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
岡
元
金
良
さ
ん
（
鉄
炮
町
）

よ
り
10
万
円
／
故
本
田
忠
義
さ
ん

の
ご
遺
志
と
し
て
本
田
敏
朗
さ
ん

（
上
真
弓
）
よ
り
10
万
円

・
故
横
山
一
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し
て

福島県相馬郡新地町谷地小屋字樋掛田30番地 

http://www.shinchi-town.jp

ふ
れあ
いと創造のまち

新
地
発
電
所
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

で
は
、
４
月
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
フ
レ
ス
コ
ア
ー
ト
教
室
」
を
開
催

し
ま
す
。

４
月
25
日

・
午
前
10
時
〜
12
時

・
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

フ
レ
ス
コ
ペ
ー
パ
ー
を

利
用
し
て
鉢
植
え
植
物
（
水
仙
）

を
作
製
す
る
。

20
歳
以
上
の
方

※
お
子
様
同
伴
の
受
講
は
ご
遠
慮

願
い
ま
す
。午

前
・
午
後
各
30
名

無
料往

復
は
が
き
に
住

相
馬
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、

年
金
相
談
会(

集
合
徴
収)

を
行
い

ま
す
。
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め

忘
れ
や
納
付
に
関
し
て
相
談
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
免
除
申
請
の
相

談
も
行
い
ま
す
の
で
申
請
さ
れ
る

方
は
印
鑑
、
年
金
手
帳
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。４

月
19
日

午
後
２
時
〜
６
時
30
分

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

20
歳
以
上
の
学
生
で
、
学
生
納

付
特
例
を
受
け
て
い
る
方
は
、
３

月
で
免
除
期
間
が
終
了
し
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
ご
利
用
さ
れ
る
方

は
、
５
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
し

大きな地震災害が起こった場合、防災関係機
関が道路の寸断、建物の倒壊、同時火災などで、
その活動を十分に行えない事態が考えられます。
自主防災組織は、そのような場合に地域の被害

を軽減するために欠かすことのできない組織です。
町では、このようなことから次のとおり、防災
についての講演会を開催します。

４月25日 午後１時30分
農村環境改善センター
無料
消防新地分署（ ２１１７）

防
衛
庁
で
は
、
平
成
16
年
度
自

衛
隊
幹
部
候
補
生
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

５
月
11
日

（
１
次
試
験
）

５
月
22
日

５
月
23
日

(

飛
行
要
員
の
み)

日
本
大
学
工
学
部
（
郡
山
市
）

・
陸
上
自
衛
隊

男
性
約
１
２
０
人
、
女
性
約
10
人

・
海
上
自
衛
隊

男
性
約
90
人
、
女
性
約
10
人

・
航
空
自
衛
隊

※平日の修理は上記業者にお申し込みください。

て
く
だ
さ
い
。

６
月
以
降
に
申
請
の
場
合
、
免

除
期
間
は
申
請
月
の
前
月
か
ら
翌

年
３
月
と
な
る
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

な
お
、
申
請
の
際
に
は
在
学
証

明
書
や
学
生
証
の
写
し
等
を
添
付

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

健
康
福
祉
課
（

２
９
３
２
）

町
で
は
次
の
と
お
り
医
療
費
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
医
療
機

関
で
証
明
を
受
け
た
申
請
書
を
役

場
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

６
歳
に
到
達
後
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
児
童
。

医
療
機
関
で
支
払

っ
た
健
康
保
険
対
象
の
自
己
負
担

分
。

身
体
障
害
者
手
帳
１

級
又
は
２
級
所
持
者
（
内
部
障
害

者
は
３
級
も
対
象
）、
療
育
手
帳

Ａ
所
持
者
、
精
神
保
健
福
祉
手
帳

１
級
所
持
者
。

医
療
機
関
で
支
払

っ
た
健
康
保
険
対
象
の
自
己
負
担

分
。

18
歳
に
到
達
後
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
母
子
家
庭
又
は
父
子
家

庭
。

医
療
機
関
で
支
払

っ
た
健
康
保
険
対
象
の
自
己
負
担

分
の
う
ち
、
１
世
帯
で
１
月
千
円

を
超
え
た
分
。

※
い
ず
れ
の
医
療
費
も
あ
ら
か
じ

め
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
交
付
を
受
け
て

い
な
い
方
は
登
録
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

健
康
福
祉
課
（

２
９
３
１
）

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望
の

時
間
（
午
前
・
午
後
）
を
記
入
の

う
え
、
次
の
宛
先
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

〒
９
７
９
―
２
６
１
１

新
地
町
駒
ヶ
嶺
字
今
神
１
―
１

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

『
フ
レ
ス
コ
ア
ー
ト
教
室
』
係

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
２
名
ま
で

申
し
込
み
で
き
ま
す
。
２
名
で
申

し
込
み
の
際
は
、
必
ず
２
名
分
の

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。

４
月
15
日

の
消
印
ま
で
有
効

新
地
発
電
所
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

（

４
７
２
２
）

横
山
智
さ
ん（
明
地
）よ
り
10
万
円
／

佐
藤
至
孝
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し
て
佐

藤
治
さ
ん（
明
地
）よ
り
10
万
円
／
佐

藤
フ
サ
イ
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し
て
佐

藤
義
臣
さ
ん（
中
里
）よ
り
10
万
円
／

森
リ
ツ
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し
て
森
義

春
さ
ん（
小
川
）よ
り
５
万
円

・
横
山
智
さ
ん
（
明
地
）よ
り
10
万

円
／
森
義
春
さ
ん（
小
川
）よ
り
５
万

円
／
武
沢
昭
和
さ
ん（
駒
ヶ
嶺
町
）よ

り
大
根
40
本
／
山
内
一
二
さ
ん
（
高

田
）よ
り
じ
ゃ
が
芋
ダ
ン
ボ
ー
ル
２

箱
／
加
藤
正
男
さ
ん（
中
里
）よ
り
白

菜
50
個
／
新
地
各
流
派
踊
り
会
よ
り

タ
オ
ル
１
２
０
本
、
紙
オ
ム
ツ
50

枚
／
富
倉
地
区
よ
り
タ
オ
ル
60
本

・
新
地
町
友
人
会
よ
り
踊
り
、歌
６

人
／
上
真
弓
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
よ
り

踊
り
、歌
３
回
／
駒
ヶ
嶺
小
学
校
よ

り
ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ム
、歌
12
人
／
竜
玄

会
よ
り
歌
６
人
／
新
地
各
流
派
踊
り

会
よ
り
踊
り
30
人
／
寺
島
昭
幸
さ
ん

（
城
内
）よ
り
語
り
部
２
回
／
富
倉
体

を
動
か
す
会
、い
き
い
き
サ
ロ
ン
よ
り

歌
19
人
／
さ
わ
や
か
健
康
会
よ
り
踊

り
、歌
28
人
／
特
養
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
32

回
64
人
／
Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
３
回
16

人
／
レ
マ
ン
の
会
１
回
２
人
／
漁
協

婦
人
部
２
回
８
回
／
高
澤
梨
乃
１
回

４月１０日 ～５月９日

４月６日 ～１５日

男
性
約
60
人
、
女
性
約
５
人

・
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
。

（
22
歳
未
満
の
の
方
は
大
学
卒
業

又
は
卒
業
見
込
み
の
方
）

・
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
修

了
見
込
み
も
含
む
）
は
28
歳
未
満
。

・
陸
上
自
衛
隊
　
　
約
10
人

・
海
上
自
衛
隊
　
　
約
５
人

・
航
空
自
衛
隊
　
　
約
５
人

・
歯
科
幹
部
候
補
生

専
門
の
大
学
校
卒
業
（
卒
業
見

込
み
の
方
も
含
む
）
で
20
歳
以
上

30
歳
未
満
。

・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

専
門
の
大
学
校
卒
業
（
卒
業
見

込
み
も
含
む
）
で
20
歳
以
上
26
歳

未
満
。
薬
学
修
士
取
得
者
は
28
歳

未
満
。

自
衛
隊
福
島
地
方
連
絡
部
原
町
募

集
事
務
所
（

４
７
１
２
）

福
島
県
県
警
本
部
で
は
、
平
成

16
年
９
月
１
日
採
用
の
警
察
官
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
大
学
を
卒
業
し
た

方
、
又
は
平
成
16
年
８
月
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
方
。５

月
16
日

男
性
24
名
、
女
性
６
名
程
度

４
月
16
日

ま
で

相
馬
警
察
署
（

３
１
９
１
）



◆

３
月
12
日
、
尚
英
中
学
校
第

39
回
卒
業
式
が
行
わ
れ
た
。

担
任
の
先
生
の
呼
名
の
も

と
、
佐
藤
校
長
先
生
よ
り
卒
業

生
に
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ

た
。
そ
の
折
、
校
長
先
生
が
一

人
ひ
と
り
に
激
励
の
言
葉
を
か

け
ら
れ
、
そ
の
う
れ
し
さ
と
感

激
に
む
せ
び
泣
く
生
徒
た

ち
・
・
・
。
保
護
者
や
来
賓
の

人
た
ち
も
思
わ
ず
胸
が
熱
く
な

る
シ
ー
ン
で
し
た
。
き
っ
と
生

徒
た
ち
は
中
学
生
活
で
、
校
長

先
生
は
じ
め
、
諸
先
生
方
と
、

想
い
出
多
い
充
実
し
た
３
年
間

を
送
っ
て
き
た
の
だ
と
思
う
。

４
月
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
め

ざ
す
道
に
向
か
っ
て
進
む
子
ど

も
た
ち
。
そ
こ
で
の
新
し
い
出

会
い
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。

良
き
友
を
沢
山
持
つ
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て
大

き
な
財
産
と
な
る
は
ず
。
目
標

に
向
か
っ
て
大
き
く
羽
ば
た
く

こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。

エネルギー 256ｷﾛｶﾛﾘー
（６人分）

・かぼちゃ 300ｇ　・芽ひじき ６ｇ　・枝豆　80ｇ
・鶏ひき肉　100ｇ　・塩、ｺｼｮｳ 少々
・カレー粉　小さじ２　・粉チーズ 大さじ３
・サラダ油　大さじ１　・餃子の皮　大判15枚
・揚げ油　適量

①かぼちゃは一口大に切り、茹でてつぶす。枝豆も茹で、サ
ヤから取り出す。ひじきはぬるま湯につけて戻し、水気を
きる。
②フライパンに油を熱し鶏ひき肉を炒め、塩・コショウし色
が変わってきたら①を加え、カレー粉、粉チーズを入れて
炒める。
③餃子の皮に②を入れて、ひだを取らずそのまま包む。高温
の油でカラッと揚げる。

鉄分の多く含まれた
揚げ餃子です。

この原稿を尚英中の卒業式
の日に書いています。卒業生
のみなさん、ご卒業おめでと
うございます。２学期と３学
期、みなさんに英語を教えて
いてとても楽しかったです。高
校でもがんばってください。
たくさんの思い出を分け合った友だちにさよならを言う
のは悲しいものです。でも新たに冒険を始め、たくさんの
人々との新たに出会うことはわくわくします。授業中の時
間の流れや１日、１週間は長く感じるのに、卒業する日に
それまでのことを振り返ると、時間の流れがとても早く感
じますよね。私にとっては、３学期はあっという間でした。
話題は変わって、春がもうすぐやってくることが私にと
ってとてもうれしいです。だんだん暖かくなってきたのと同
時に日が長くなってきました。わたしの友人が間もなく私
に会いにやってきます。わたしたちは東京へ行って、上野
公園で花見をする予定です。東京には以前行ったことがあ
るのですが、十分に観光を楽しむ時間がありませんでした。
今回は、旅行のガイドブックを持って、浅草、皇居、東京
タワーなどの観光名所を訪れるのを楽しみにしています。私
の友人にとっては初来日なので、彼は東京見物と同様に新
地見物もわくわくしながら楽しみにしていることでしょう。

和訳：尚英中学校　遠藤敦子先生

（和訳編）

110
東
北
文
化
学
院
専
門
学
校
の
総
合

介
護
福
祉
科
３
年
生
で
す
。
高
齢
者

や
障
害
者
の
福
祉
の
勉
強
を
し
て
い

ま
す
。

学
校
帰
り
に
友
達
と
買
い
物
を
す

る
こ
と
で
す
。

介
護
福
祉
の
資
格
を
取
る
こ
と
。

ま
た
将
来
は
、
家
か
ら
通
え
る
と
こ

ろ
で
仕
事
を
し
た
い
で
す
。

一
緒
に
い
て
落
ち
着
け
る
人
、
私

を
リ
ー
ド
し
て
く
れ
る
人
が
い
い
で

す
。新

地
町
は
知
ら
な
い
人
で
も
気
軽

に
話
し
か
け
や
す
く
、
と
て
も
温
か

い
町
だ
と
思
い
ま
す
。

世
代
間
を
超
え
て
関
わ
れ
る
よ
う

な
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
と
い
い

で
す
ね
。

小
川
地
区（
仁
科
静
夫
区
長
）
で
は
、
地
域
防
災
に
役

立
て
よ
う
と
、
立
体
の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
製
し
ま
し
た
。

都
市
計
画
図
を
切
り
張
り
し
て
何
重
に
も
重
ね
合
わ

せ
、
約
２
０
０
時
間
を
か

け
て
完
成
さ
せ
た
防
災
マ

ッ
プ
は
す
べ
て
手
作
り
。

作
製
に
あ
た
っ
た
仁
科
さ

ん
は
、「
自
分
の
家
が
ど

の
く
ら
い
の
標
高
に
位
置

し
て
い
る
か
を
イ
メ
ー
ジ

で
き
れ
ば
、
自
主
防
災
に

役
立
て
ら
れ
る
。」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
精
算
す
る
さ
い
の

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
、
Ｊ
Ｒ
駒
ヶ
嶺
駅
に

「
乗
車
駅
証
明
発
行
機
」を
設
置
し
ま
し
た
。

駒
ヶ
嶺
駅
か
ら
乗
車
す
る
場
合
は
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、定
期
券
又

は
事
前
に
購
入
さ

れ
た
乗
車
券
に
よ

り
同
駅
か
ら
乗
車

す
る
場
合
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

Ｊ
Ｒ
相
馬
駅

（

２
８
３
５
）

新
地
地
区
内
の
名
所
、
旧
跡
、
自
然
を

楽
し
み
な
が
ら
歩
く
、
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
家
族
や
友

人
を
誘
っ
て
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

４
月
29
日

み
ど
り
の
日

午
前
８
時
30
分
集
合

鹿
狼
山
登
山

鹿
狼
山
登
山
口
　
駐
車
場

当
日
悪
天
候
で
中
止
の
場

合
は
、
防
災
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
健
康
福
祉
課(

２
９
３
２)

・
保
健
セ
ン
タ
ー(

２
０
９
６)

子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、小
学
校
入
学
の

新
１
年
生
た
ち
に
毎
年「
黄
色
い
帽
子
」を
贈
っ
て
い
る
明
る

い
社
会
づ
く
り
運
動
相
双
地

区
協
議
会
で
は
３
月
23
日
、

今
年
町
内
３
小
学
校
に
入

学
す
る
児
童
１
１
１
人
分

の
黄
色
い
帽
子
を
町
に
贈
呈

し
ま
し
た
。

新
１
年
生
た
ち
は
、
毎
日

の
通
学
時
に
黄
色
い
帽
子
を

着
用
し
て
交
通
時
事
故
に
気

を
つ
け
ま
す
。



再生紙使用

ち

き
ゅう
にやさし

い

★春らしい風景を求めて町内を歩いていると、丁度この日
は釣師浜漁港で小女子が大漁！気前の良い漁師さんに取れ
たての小女子を分けていただきました。帰りには、天日干
しの風景を１枚。さっそく裏表紙に採用。春ですね～。（寺）
◆暖かくなり、寒い寝起きに悩まされないかなと思ったら、
今度は温かくてなかなか起きれず、すっかり春だな～と感
じます。みなさんは、どんなところに「春」を感じていま
すか？ （健）
４月からも広報しんちをよろしくお願いします。

（死亡者）（年齢）（地区）
目黒　春美 76歳 杉　目
宮内　貞夫 71歳 杉　目
小野　啓市 47歳 下真弓
荒　　淑郎 83歳 小　川
西牧　　清 53歳 小　川

（死亡者）（年齢）（地区）
今野　四郎 87歳 駒ヶ嶺町
森　　リツ 88歳 小　川
佐藤フサイ 88歳 中　里
荒井ミトリ 71歳 大山田

（平成１６年２月２１日～平成１６年３月２０日届出）

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出てください。

（子供） （親） （地区）

泰
たい

輝
き

荒　正之・陽　子 木　崎
雄
ゆう

翔
と

荒　重明・かおり 中　里
侑
ゆう

汰
た

林　　繁・紀代美 上真弓
美
み

優
ゆ

宍戸秀美・千恵子 小　川
悠
ゆ

未
み

新妻一広・雅　惠 小　川
智誉美
ち ほ み

目黒善彦・智恵子 中　島
遥
はる

稀
き

菊地英雅・陽　子 岡


